
           
 

 

 

 

 

名    称 青葉台地区地区計画 

位    置 長岡市青葉台１丁目、２丁目、３丁目、４丁目、５丁目の各一部 

面    積 約 ６７．５ｈａ 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

地区計画の

目標 

本地区は、関越自動車道長岡インターチェンジから西へ約３㎞、長岡市の信濃川左岸の

西部丘陵地域において、「産」、「学」、「住」、「遊」、「創」の多様な都市機能を備えた長岡ニ

ュータウン地区に位置し、既に良好な市街地が形成されている。 
この良好な住環境を維持・保全し、さらに合理的かつ健全な土地利用の誘導を図り、ゆ

とりと潤いのある良好な市街地環境の形成を図ることを目標とする。 

土地利用の

方針 

良好な市街地環境の形成を図るため、地区内をＡ地区（第一種低層住居専用地域、第二

種低層住居専用地域）、Ｂ地区（第二種低層住居専用地域）、Ｃ・Ｄ・Ｅ地区（第一種住居

地域）、Ｆ地区（商業地域）の６つに区分する。 
Ａ地区及びＤ地区は、戸建て住宅地としての土地利用を図る。Ｂ地区及びＣ地区は、既

存集合住宅地と調和した土地利用を図る。Ｅ地区は、住宅のほか店舗等、生活利便性を高

める土地利用を図るものとする。Ｆ地区は、店舗や事務所など商業業務系の土地利用を図

るものとする。   
なお、Ｆ地区において商業施設が複数棟まとまって立地した場合の床面積の総量は、

25,000 ㎡程度を目安とする。 

建築物等の整

備方針 

良好な市街地環境の形成を図るため、建築物の用途の制限、建築物の敷地面積の最低限

度、壁面の位置の制限、建築物の高さの最高限度、建築物等の意匠の制限を定める。かき

又はさくの構造については、風致、美観を損なわないものとするよう努め、道路に面する

側にあっては、極力開放的なものとする。 

また、敷地の地盤高については、分譲時の造成地盤高を変更しないよう努める。 

緑化の方針 
 良好な市街地環境を形成するため、敷地内には樹木、芝生、草花等を植栽することによ

り地区全体の緑化に努めるものとする。なお、植栽する樹木等の種類は、地域の風土に適

したものとする。 

地 

区 

整 

備 

計 

画 

位   置 長岡市青葉台１丁目、２丁目、３丁目、４丁目、５丁目の各一部 

面   積 約 ６７．５ｈａ 

地区の区分 

Ａ 地 区 
（第一種低層住居

専用地域、第二種

低層住居専用地

域） 

Ｂ 地 区 
（第二種低層住

居専用地域） 

Ｃ 地 区 
（第一種住居地域）

Ｄ 地 区 
（第一種住居地域）

Ｅ 地 区 
（第一種住居地域） 

Ｆ 地 区 
（商業地域） 

地区の区分
の面積 約 51.1ha 約 0.5ha 約 4.4ha 約 2.0ha 約 0.5ha 約 9.0ha 

建 

築 

物 

等 

に 

関 

す 

る 

事 

項 

建築物
の用途
の制限 

次に掲げ
る建築物は
建築しては
ならない。 
 

１．共同住
宅、寄宿
舎又は下
宿 

２．神社、寺院、 
教 会 そ の
他 こ れ ら
に 類 す る
もの 

３．公衆浴場 
４．店舗、飲

食店その
他これら
に類する 

次に掲げ
る建築物は
建築しては
ならない。
 
１．神社、寺

院、教会
その他こ
れらに類
するもの

２．公衆浴場
３．店舗、飲

食店その
他これら
に類する
もの 

次に掲げる
建築物は建築
してはならな
い。 
 
１．神社、寺院、

教会その他
これらに類
るもの 

２．公衆浴場 
３．老人福祉セ

ンター、児
童厚生施設
その他これ
らに類する
もので床面
積の合計が

次に掲げる
建築物は建築
してはならな
い。 
 
１．共同住宅、

寄宿舎又は 
下宿 

２．神社、寺院、 
教会その他 
これらに類 
するもの 

３．公衆浴場 
４．老人福祉セ 

ンター、児 
童厚生施設 
その他これ 

次に掲げる
建築物は建築
してはならな
い。 
 
１．共同住宅、 

寄宿舎又は
下宿 

２．神社、寺院、
教会その他
これらに類
するもの 

３．公衆浴場 
４．老人福祉セ

ンター、児
童厚生施設
その他これ

次に掲げる
建築物は建築
してはならな
い。 
 
１．自動車教習

所 
２．畜舎   
３．マージャン

屋、ぱちん
こ屋、射的
場、勝馬投
票券発売所
場外車券売
場その他こ
れらに類す
るもの 

 

長岡都市計画地区計画の変更               （長岡市決定） 

都市計画青葉台地区地区計画を次のとおり変更する。 
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区 
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備 

計 

画 

建 

築 

物 

等 

に 

関 

す 

る 

事 

項 

 もの  600 ㎡を超
えるもの 

４．大学、高等
専門学校、
専修学校そ
の他これら
に類するも
の 

５．病院 
６．店舗、飲食

店その他こ
れらに類す
るもの 

７．事務所その
他これに類
するもの 

８．集会場 
９．ボーリング

場、スケー
ト場、水泳
場その他こ
れらに類す
るもの 

10．ホテル、旅
館 

11．自動車教習
所 

12．畜舎 
13．自動車車庫
14．風俗営業等

の規制及び
業務の適正
化等に関す
る法律第 2
条第 9 項 
（店舗型電
話異性紹介
営業）の用
に供するも
の 

15．工場 
16．火薬類、石

油類、ガス
等の危険物
の貯蔵、処
理の量が非
常に少ない
施設 

 らに類する 
もので床面 
積の合計が 

  600 ㎡を超 
  えるもの 

５．大学、高等 
専門学校、 
専修学校そ 
の他これら 
に類するも 
の 

６．病院 
７．店舗、飲食 

店その他こ 
れらに類す 
るもの 

８．事務所その 
他これに類 
するもの 

９．集会場 
10．ボーリング 

場、スケー 
ト場、水泳 
場その他こ 
れらに類す 
るもの 

11．ホテル、旅 
館 

12．自動車教習 
所 

13．畜舎 
14．自動車車庫 
15．風俗営業等 

の規制及び 
業務の適正 
化等に関す 
る法律第 2 
条第 9 項 
（店舗型電 
話異性紹介 
営業）の用 
に供するも 
の 

16．工場 
17．火薬類、石 

油類、ガス 
等の危険物 
の貯蔵、処 
理の量が非 
常に少ない 
施設 

 らに類する
 もので床面
 積の合計が
 600 ㎡を超
 えるもの 

５．大学、高等
専門学校、
専修学校そ
の他これら
に類するも
の 

６．病院 
７．店舗、飲食 

店その他こ
れらに類す
るものでそ
の用途に供
する部分の
床面積の合
計が 500 ㎡
を超えるも
の 

８．事務所その
他これに類
するもので
床面積の合
計が 500 ㎡
を超えるも
の 

９．集会場 
10．ボーリング

場、スケー
ト場、水泳
場その他こ
れらに類す
るもの 

11．ホテル、旅
館 

12．自動車教習
所 

13．畜舎 
14．自動車車庫
15．風俗営業等

の規制及び
業務の適正
化等に関す
る法律第 2
条第 9 項 
（店舗型電
話異性紹介
営業）の用
に供するも
の 

16．風俗営業等
の規制及び
業務の適正
2 号及び第
3 号（接待

４．カラオケボ
ックスその
他これに類
するもの 

５．倉庫業を営
む倉庫 

６．劇場、映画
館、演芸場
又は観覧場

７．店舗、飲食
店、展示場、
遊技場その
他これらに
類する用途
に供する建
築物でその
用途に供す
る部分の床
面積の合計
が 1 万㎡を
超えるもの

８．キャバレー、
料理店その
他これらに
類するもの

９．ナイトクラ
ブその他こ
れに類する
もの 

10．個室付浴場
業に係る公
衆浴場その
他これらに
類するもの

11．風俗営業等
の規制及び
業務の適正
化等に関す
る法律第 2
条第 9 項 
（店舗型電
話異性紹介
営業）の用
に供するも
の 

12．風俗営業等
の規制及び
業務の適正
化等に関す
る法律第 2
条第 1 項第
2 号及び第
3 号（接待
飲食等営 
業）の用に
供するもの
 



 
「区域は計画図表示のとおり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 

区 

整 

備 

計 

画 

建 

築 

物 

等 

に 

関 

す 

る 

事 

項 

     飲食等営 
業）の用に
供するもの

17．工場 
18．火薬類、石 

油類、ガス
等の危険物
の貯蔵、処
理の量が非
常に少ない
施設 

13．自動車修理
工場 

14．火薬類、石
油類、ガス
等の危険物
の貯蔵、処
理の量が少
ない施設 

建 築 物 の
敷 地 面 積
の 最 低 限
度 

２００ ㎡ 

壁 面 の
位 置 の
制限 

 建築物の外壁若しくはこれに代わる柱の面から敷地境界線までの距離は、１．５ｍ以上
(車庫、物置その他これらに類する用途に供するものについては、１．０ｍ以上）でなけれ
ばならない。 
 ただし、外壁の後退距離の限度に満たない距離にある建築物又は建築物の部分が次の各
号の一に該当する場合は制限を緩和することとする。 

①外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計が３．０ｍ以下のもの。 
②車庫、物置その他これらに類する用途に供し、軒の高さが２．３ｍ以下で、かつ、床
面積の合計が５㎡以内のもの。 

建築物の
高さの最
高限度 

－ 

建築物の高
さは２０ｍを
超えてはなら
ない。 

建 築 物
等 の 意
匠 の 制
限 

 建築物の外壁若しくはこれに代わる柱及び屋外広告物の色は、原色の多用を避け明るく
落ち着いた色調とし、周辺環境との調和に努めるものとする。 


